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2012年ほど、新たな年を「謹賀新年」と寿いでよいかどうか
迷う年はないだろう。世界に目を転じれば、洪水や地震の被害、
金融不安も広がっている。とはいえ、東日本大震災に関しては、
ようやく復興への道が見え始めた。
写真は、第93回全国高校野球福島県大会に出場した南相馬

市の福島県立小高工業高校野球部の応援席。原発事故によって
避難先のいくつかの学校に分散して授業を受けていたが、この
日は久々に全校生徒が集って歓声を上げた。被災で練習できな
かったにもかかわらず、チームはこの県大会で準決勝まで進み、
見事ベスト4入りした。
打ち続く戦禍の教訓をもとに、市民の平和運動としてスター

トした民間ユネスコ運動。小高工業高校の皆さんのエネルギー
をもらって、UNESCOの理念のもと、どのように時代の課題をと
らえ、どうチャレンジしていくか、私たちひとりひとりが考えて
実行に移すチャンスの年明けとしたい。
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「MUFG・ユネスコ協会　東日本大震
災復興育英基金」奨学金プログラムは、
東日本大震災で親や保護者を亡くした子
どもたちを対象としている。2011年6月
20日（月）に募集を開始し、これまでに
1233人の遺児孤児が奨学金を受けた。
一方、親や保護者が健在でも、この震
災の影響で失業したり、就業の機会を
失った世帯をどのように救っていくかが
今後の復興の課題となっている。
日本ユネスコ協会連盟では、このよう
な世帯の子どもが学業を安心して継続で
きるように、ユネスコ協会就学支援　奨
学金事業を2011年10月から立ち上げた。
対象となるのは、被害の大きい自治体

の小・中学生で、自治体の事情によって
基準を調整している（一部寄附者の要望
により例外あり）。奨学生には、2011年4
月までさかのぼって基本的に1ヵ月2万
円、3年間で総額72万円が給付される予
定で、返還の必要はない。
対象者があまりにも多いことから、自治
体を絞って事業を行っており、すでに気
仙沼市、石巻市では募集を開始している。
今後、より多くの自治体・生徒に学ぶ

機会を提供していきたい。皆さまの募金
がその範囲を広げます。ご理解･ご協力
をお願いいたします。
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3.11東日本大震災から早や10ヵ

月が経とうとしている。被災地の

復興の進捗に対応して、子ども支

援募金の事業内容も広がってき

ている。今回は、新しくスタート

するユネスコ協会就学支援　奨学

金事業をご紹介するとともに、学

校支援については、とくに原発事

故被災地の状況に焦点を当てて

みたい。
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未曾有の災害をもたらした東日本大震
災発生からほぼ10ヵ月。皆さまのご協力
によって学校支援の額も1億5400万円
に上った。津波と地震の被災地では、復
旧の途についている地域が少なくない。
一方、福島第一原子力発電所の事故に
よって放射性物質に汚染された福島県
の相双地域（双葉郡・相馬郡・南相馬市・
相馬市）では、いまだ自治体自体が他の
地域に避難している地域もあり、復興に
時間がかかっている。
6月には、日ユ協連職員が福島県ユネ

スコ連絡協議会とともに、南相馬市と相
馬市の教育委員会、それにいくつかの学
校を訪問した。北部の鹿島地区に避難し
た南部の学校は、避難先の体育館まで
使って授業をしていた。そういったよう
すを拝察しながら、対象学校の選定や適
切な支援の方法について調査を行った。
数多くの被災自治体の調査を行った後、
原発被災地域への学校支援の内容が確
定したのは7月末であった。
福島県の原発事故で被災し、日ユ協連

の支援対象となった学校は、2011年12月
1日現在、幼稚園6園、小学校22校、中学
校10校、高校8校の計46園・校となって
いる（原発と津波両方の被災校を含む）。
以下いくつかの学校について、どのよう
にこの事態を切り抜けているのかお知ら
せしたい。

東日本大震災　子ども支援募金
学校支援募金をフクシマの学校に

経済的に困っている家庭の
子どもたちの就学を援助したい
ユネスコ協会就学支援
奨学金事業始まる
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